
【社会的実践力を形作る 12の資質・能力】 

【別添１】 

 
３ 学校名  住田町立世田米小学校 外４校 R4～R6 

 

令和６年度研究開発自己評価書 

 

 Ⅰ  研究開発の内容  

１ 教育課程 

（１）編成した教育課程の特徴 

本研究開発は、町内の小・中学校及び県立学校が町教育研究所と連携し、自立し

て生き抜く力を身に付け、他者と協働してより豊かな人生や地域づくりを主体的に

創造することのできる人材の育成を目指し、取り組むものである。 

 全ての校種が目指す資質・能力「社会的実践力」を 12年間という長いスパンで育

成していくために、地域と学校が子供の成長についての展望をこれまで以上に共有

し、人材育成に関わる関係者の参画を促すことが可能となれば、地域の活性化にも

つながることを期待し、小学校から高等学校までが一貫して地域資源を学習材とし

た横断的で探究的な学習活動に取り組む新設教科「地域創造学」を中核に据えた教

育課程を編成した。教育課程の特徴は以下の通りである。 

① 社会的実践力について 

本研究においては、育成を目指す「社会的実践力」を以下のように定義した。 

【社会的実践力】 

児童生徒が変化の激しい社会において、充実した人生を実現するために、豊かな 

心を持ち、主体的に未来社会を創造していくことができる力 

  社会的実践力として形作られる 12 の資質・能力を規定し、大きく「地域理解」、

「社会参画」、「人間関係形成」、「自律的活動」の４つに分類し、育ちと学びを滑

らかに接続していくために、発達段階を保育園の年長児も含めた５つのステージの

まとまりで編成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達段階に応じて編成した五つのステージ】 

・第１ステージ：年長、小１、小２  ・第２ステージ：小３、小４ 

・第３ステージ：小５、小６、中１  ・第４ステージ：中２、中３、高１ 

・第５ステージ：高２、高３ 

☆見通す力

☆多面的・多角的に考える力

☆提案・発信する力

★好奇心・探究心

★困難を解決しようとする心

☆伝え合う力

☆協働する力

★他者受容

☆自己を見つめる力

☆調整する力

★自己肯定感
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Ｃ　人間関係形成に関する
　　　　　　　　資質・能力

Ｄ　自律的活動に関する
　　　　　　　　資質・能力



さらに、12 年間をとおして、町全体で目指す子どもたちの育ちの姿を俯瞰しなが

ら、地域創造学で育てたい資質・能力の確実な育成に向け、社会的実践力の系統表

を作成し、五つのステージにおける社会的実践力について、その系統性を明らかに

した。この表に示したものは、各ステージにおける発達段階に応じた学びの様相と

してまとめているものであり、到達目標という意味合いというよりは、子どもたち

の学びの姿を目安として整理したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地域資源を学習材とした系統的な学びの在り方について 

【地域創造学の目標】 

 

 

 

 

 

上記の目標にもある通り、地域創造学においては、住田町及び近郊地域社会に溢

れる地域資源を学習材にして、小・中・高の児童生徒が、探究的な学習活動を意図

的・計画的に行っていく。 

「意図的」とは、その時期だからこそ学ぶ意義や価値が大きい学習内容を、ふさ

わしい学びのステージに位置付けることである。「計画的」とは、学習内容のつな

がりや学習方法、児童生徒の資質・能力の系統性を吟味して位置付けることであ

る。以下は具体的に行った学習内容の一部を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

住田町及び近郊地域社会をフィールドにした横断的・総合的な学習を、探究的

な学習活動を意図的・計画的に行うことを通して、新しい時代を切り拓き、社会

を創造していくための社会的実践力を身に付けた心豊かな人材を育成することを

目指す。 

 

・住田の産業を通してこれからの町づくりを考え、発信する学習 

・住田町のよさや抱えている課題を学び、実践的な行動を通して地域へ貢献する学習 

・住田固有の有形無形の文化遺産や、先人の残した文化的業績の価値を享受する学習 

・住田と世界のつながり等に目を向ける国際理解に関する学習 

・地域の中でふるさとの発展のために力を注ぐ人々から生きる事や働くことの意味を学ぶ学習 

・学校や地域が一体となって取り組む活動へと発展的に広がる学習 

【各ステージにおける社会的実践力の系統表（一部抜粋）】 

年長 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

１　☆見通す力 【☆見】

・自分や集団にとっての課題や問題
を発見する問題発見力。
・目標の達成に向かって、解決の道
筋を見通し計画する力。

２　☆多面的・多角的
       に考える力

【☆多】

・事象の特色や関連、意味や意義
などを考察する力。
・問題解決のために何を活用して何
を行うか構想したり判断したりする
力。

３　☆提案・発信する力 【☆提】

・よりよい地域づくりに向けた取組を
提案する力。
・考察したことや構想したことを効果
的に発信する力。

４　★好奇心・探究心 【★好】

・身の回りや地域の事象に興味・関
心を持つ態度。
・知りたいことや解決したいことをみ
つけようとする態度。

５　★困難を解決
        しようとする心

【★解】

・失敗してもあきらめずに挑戦しよう
とする態度。
・困難な場面に直面しても粘り強く
取り組み、最後までやり遂げようと
する態度。

１　☆伝え合う力 【☆伝】

・考察したことや構想したこと等を、
工夫しながら伝え合う力。
・他者との対話の中で、自己の考え
を広めたり深めたりする力。

２　☆協働する力 【☆協】

・目標達成に向かって、他者と協力
して活動する力。
・議論し合ったり、集団活動を統制
したりする力。

３　★他者受容 【★受】

・多様な他者の考えや価値観、立
場を受け入れる態度。
・相手を尊重したり敬意を抱いたり
しようとする態度。

１　☆自己を見つめる力 【☆自】

・自己の学びの状況や、成果・課題
を客観的に把握し認識する力。
・自己を見つめ、自己の変容や成長
を捉える力

２　☆調整する力 【☆調】

・自分の学びや活動をよりよいもの
になるよう調整しようとする力。
・自分の学びを調整しながら思いや
目標の実現に向かって活動する力

３　★自己肯定感 【★肯】

・学びの過程を省察したり、やり遂
げた達成感を味わったりしながら自
分のよさを捉えようとする態度。
・自分の可能性を前向きに受け止
め、よりよいものを目指して取り組も
うとする態度。

学びの中でつけた力や自己の学び
に自信を深め、進路選択や自分の
生き方に生かそうとする。

　自分自身の置かれて
いる状況や考えている
こと、感じていることな
どを認識し、それに応
じてよりよい方向に調
整しながら学びや活動
を推進することに関わ
る資質・能力。

活動の振り返りをもとに、思いや願いの実現に向け
て、変えていきたいところを考えることができる。

探究活動の振り返りをもとに、活動
をどのように調整していけばよいか
考えることができる。

探究活動の振り返りをもとに、活動をどのように調整
していけばよいか根拠を明らかにしながら考えること
ができる。

自己の学びを振り返った内容を根拠としながら、より
よい地域との関わりの観点から、学びを修正して実現
することができる。

自己の学びを振り返った内容を根
拠としながら、よりよい地域との関
わりや自己実現の観点から、学び
を修正して実現することができる。

自分でできるようになったことを喜び、前向きに過ご
そうとする気持ちをもつ。

自分のよさや可能性に気付き、そ
れらを発揮しながら自分の学びを
高めようとする。

自分のよさや可能性に気付き、それらを発揮しながら
これからの生活を高めようとする。

学びの中でつけた力や自己の学びに自信をもち、自
分の将来や自己実現に生かそうとする。

他者の考えや立場を尊重するとともに、その主張を理
解して、自己や集団のために生かそうとする。

他者の考えや立場を尊重するとと
もに、様々な見方や考え方がある
ことを理解して、互いの主張を自己
や集団のために生かそうとする。

Ｄ　自律的活動に
　　関する資質・
　　能力

地域の事象と関わる体験的な活動を振り返り、分
かったことや感じたこと、活動のよさについて考えるこ
とができる。

地域の事象を探究する活動を振り
返り、自己の学びの進捗状況や現
状について考えることができる。

地域の事象を探究する活動を振り返り、自己の学び
のよさや課題について考えることができる。

地域の課題解決に向けた提案や実践の活動等を振
り返り、課題の解決や目標の実現の観点から、自己
の学びを振り返ることができる。

地域の課題解決に向けた提案や
実践の活動等を振り返り、課題の
解決や目標の実現の観点から、自
己の学びや自己の生き方について
振り返ることができる。

互いの立場や考えを尊重し、互い
の発言を生かして考えを広げたり
深めたりしながら、提案や実践的な
活動の中で感じたことや考えたこと
を伝え合うことができる。

　学びを深めたり、目標
の達成を行ったりする
ために、他者とよりよく
関わり協力することに
関する資質・能力

友達や身近な人と、共通の思いや願いの実現のため
に、協力して活動することができる。

友達や地域の人と、互いの思いや
願い、考えを交流しながら、協力し
て活動することができる。

友達や地域の人と、互いの思いや願い、考えを交流
し、互いのよさを生かしながら、協力して活動すること
ができる。

集団の目標達成のために、集団の一員としての自分
の役割を果たしながら、多様な他者と協力して活動す
ることができる。

集団の目標達成のために、集団の
一員としての自分の役割を果たし
ながら、多様な他者と互いに尊重し
合い協力して活動することができ
る。

身近な人と一緒に活動する中で、相手の思いや考え
に気付き、仲良く助け合って活動しようとする。

友達や地域の人々の思いや考えを
受け止め、自分と異なる意見や考
えについても、大切にしようとする。

友達や地域の人々の思いや考えを共感的に受け止
め、自分と異なる意見や考えについても、その背景に
あるものを考えながら大切にしようとする。

自分の思いや願いに向かって、最後まで活動等をや
り遂げようとする。

思いの実現や目標に向かって、自
分のやるべきことを粘り強く最後ま
でやり遂げようとする。

思いの実現や目標に向かって、困難な場面に直面し
ても、自分のやるべきことを粘り強く最後までやり遂
げようとする。

困難な場面においても努力を継続したり、失敗しても
再び挑戦したりして、思いや目標の実現に向けて実
践をやり遂げようとする。

困難な場面においても努力を継続した
り、失敗しても再び挑戦したりして、思
いや目標の実現に向けて実践をやり遂
げ自己を高めようとする。

Ｃ　人間関係形成
　　に関する資質・
　　能力

互いの話に関心をもち、体験的な活動の中で考えた
ことや感じたことを伝え合うことができる。

互いの考えの共通点や相違点に
着目して、探究活動の中で感じたこ
とや考えたことを伝え合うことがで
きる。

互いの立場や意図を明確にしながら、探究活動の中
で感じたことや考えたことを伝え合うことができる。

互いの立場や考えを尊重し、互いの発言を生かしな
がら、提案や実践的な活動の中で感じたことや考え
たことを伝え合うことができる。

地域の課題に対する提案や実践に
ついて、その内容や成果を具体的
に表現し、よりよい方法を選択して
仲間や地域に向けて提案・発信す
ることができる。

地域の事象に関心をもち、積極的に関わろうとする。 地域の事象について関心を持ち、
課題をもちながら、積極的に探究し
ようとする。

地域の事象に関心を持ち、探究活動の価値を考えな
がら、積極的に探究しようとする。

地域の事象やまちづくりに関心をもち、積極的に関わ
りながら、自立的によりよく問題を解決しようとする。

地域の事象やまちづくりの課題な
どに関心を持ち、目的意識を明確
にして自立的によりよく問題を解決
しようとする。

　地域の事象（ひと・こ
と・もの）の理解に基づ
き、身の回りにある課題
や問題を捉え、これか
らの地域の在り方や、
よりよい社会づくりにつ
いて提案・発信すること
に関する資質・能力

地域の事象にはどのようなものがあるか気付いたり、
そのよさを考えたりすることができる。

地域の事象の特色や関連につい
て、比較したり関連付けたり総合し
たりして考えるとともに、地域の事
象と自分との関わりについて考え
ることができる。

地域の事象の意味について、比較したり関連付けた
り総合したりして考えるとともに、地域の事象への関
わり方について考えることができる。

地域の事象のまちづくりにおける意義について考える
とともに、地域における自分の役割について考えるこ
とができる。

地域の事象のまちづくりにおける意
義を多面的・多角的に考えるととも
に、地域における自分の役割につ
いて考えることができる。

地域の事象と関わる体験的な活動の中で感じたこと
を、言葉や文、絵などで表現することができる。

地域の事象について探究した内容
について、相手に伝わるように表
現することができる。

地域の事象について探究した内容について、相手に
応じて効果的に表現することができる。

地域の課題に対する提案や実践について、その内容
や成果を工夫して表現し、仲間や地域に向けて提案・
発信することができる。

地域の課題に対する提案や実践を
する活動を通して、地域の事象の
まちづくりにおける意義を多面的・
多角的に理解し、地域おける自分
の役割について捉えることができ
る。

Ｂ　社会参画に
　　関する資質・
　　能力

地域の事象と関わる体験的な活動について、思いや
願いをもち、手順を考えたり計画を立てたりして活動
することができる。

地域の事象について問題を見出
し、探究活動の計画を立てることが
できる。

地域の事象について、自分との関わりから問題を見
出し、予想や仮説をもとに探究活動の計画を立てるこ
とができる。

地域の課題に対する探究や提案・実践について、根
拠を明らかにしながら目標を設定し、課題解決の見
通しをもって計画を立てることができる。

地域の課題に対する探究や提案・
実践について、その価値を明らか
にしながら目標を設定し、課題解決
の見通しを明確にもって計画を立
てることができる。

Ａ　地域理解

　自分たちの地域の自然や人々のくらしの様子、歴史や文化、現状や抱え
ている課題、活用資源を理解し、ふるさとに愛着をもちながら町の発展・創造
に関わる自分の役割等を捉える資質・能力

　・地域づくりの基盤となる、地域の事象への基礎的な理解。
　・地域を創造する主体である、自己の役割への理解。

地域の事象と関わる体験的な活動を通して、地域に
はどのような事象があるか理解し、そのよさを捉える
ことができる。

地域の事象を探究する活動を通し
て、地域の事象の特色や関連を理
解し、自分との関わりを捉えること
ができる。

地域の事象を探究する活動を通して、地域の事象の
意味を理解し、事象への自分の関わり方について捉
えることができる。

地域の課題に対する提案や実践をする活動を通し
て、地域の事象のまちづくりにおける意義を理解し、
地域における自分の役割について捉えることができ
る。

各ステージにおける社会的実践力の系統表（220401改訂版）

☆　汎用的スキル　　　★態度・意欲・学びの価値

資質・能力の分類 A～Ｄに関する各資質・能力とその定義
第１ステージ 第２ステージ 第3ステージ 第４ステージ 第５ステージ



（２）教育課程の内容は適切であったか 

  本年度、他校の教員が各学校で実施する校内授業研究会に参加することのできる

相互交流事業を継続して実施し、授業実践内容を共有した。研究会においては、ね

らいとする社会的実践力を育成するための学習内容及び単元構成となっているか、

学年やステージ、校種の系統性を意識して社会的実践力を育成していくための学習

内容や指導方法、評価方法等について、学校や校種を超えて協議を行った。意図的

・計画的に地域創造学を実施していく中で、児童生徒が主体的に探究活動に取り組

む姿が表れてきていることなど、地域創造学を位置付けた、体系的に一貫性のある

教育課程を実施することが、これから求められる資質・能力の育成に有効であると

の共通認識を持つことができた。 

地域創造学を通して児童生徒の学習への達成感等がどのように変容したのかをと

らえるために育成を目指す 12の資質・能力に合わせて作成した 12の質問項目で行

う教育達成調査を令和元年度から住田町内の小・中・高の児童生徒を対象に実施し

ている。昨年度と今年度の調査において住田町の小・中・高の児童生徒の平均値を

見ると、「地域理解」や社会参画に関する資質・能力である「見通す力」、「困難

を解決しようする心」などが引き続き高い値を示している。 

【住田町教育達成調査 町内小・中・高 児童生徒】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教育達成調査の質問項目 

・「地域理解」・・「地域に関する学習は、自分に役立っていて、「地域は大切だ」と思うようになり、地域が好きになった。」 

・「見通す力」・・「自分たちの地域には、どのようなよさや問題があるのかを見つけて、問題の解決のために見通すことができる。」 

・「多面的・多角的に考える力」・・「地域のことについて正しい情報をもとに、自分の考えがふさわしいかどうかを、その理由も明らかにしながら考える」 

・「提案・発信する力」・・「地域のためになることをあれこれ考えたり、生み出したりして提案や発信ができる。」 

・「好奇心・探究心」・・「地域のことについてもっと知りたい、調べたいと思うことがたくさんある。」 

・「困難を解決しようする心」・・「思った通りに進まないことがあっても、あきらめないでやりとげようとする。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育達成調査シート（一部抜粋）】 



いわゆる地域に対する価値の発見や課題を解決するために必要な能力に関する部

分に関しては、地域をフィールドに探究活動を展開する「地域創造学」を中核とし

た教育課程を継続して実施している事による効果が、安定して表れていることが推

察され、教育課程の内容は適切であると捉えている。 

 

（３）授業時間等についての工夫 

必要となる教育課程の特例として、 

① 小学校では、生活科、特別の教科道徳、外国語活動、外国語及び総合的な学

習の時間を減じて、全学年において「地域創造学」を１学年 106時間、２学年

110時間、３、４、５、６学年では 85時間設定した。 

② 中学校では、１、２学年においては国語を減じて、また、全学年において、

特別の教科道徳、社会及び総合的な学習の時間を減じて「地域創造学」を１年

生では 59時間、２、３学年では 79時間設定した。 

③ 高等学校では、全学年において総合的な探究の時間を減じて、「地域創造学」

を１単位 35時間設定した。 

 

２  指導方法・教材等 

（１）実施した指導方法等の特徴 

① 体験活動を伴う学習活動の指導方法の在り方 

児童生徒が学びの意義や価値について実感を持ちながら学習が展開できるよ

う、特に、体験活動を伴う学習活動の指導方法の在り方について考える実践を展

開することが出来た。 

以下は、本年度、各校種で地域創造学に位置付けた体験活動の種類をまとめた

ものである。第１ステージから第２ステージは、地域のよさに気付き地域の理解

を深める活動を、第３ステージから第５ステージにかけては町の課題に主体的に

向き合い、課題を知ることや課題解決に取り組む探究活動を取り入れていくこと

ができた。社会的実践力の系統表を基に、ステージの段階によって何を目指して

いくのかについて校種を越えてさらに議論を重ね、共通理解を図っていく。 

【地域創造学に位置付けた体験活動】 

小学校 中学校 高等学校 

学校探検、植物の栽培、 

町探検、郷土芸能、水生

生物調査、キャップハン

ディ体験、野外活動（種

山高原）、町のよさや課

題を考える活動（町内で

のリサーチ、まとめ）等 

町の魅力を高めるため

のプロジェクト活動

（町内でのリサーチ、

プラン作成と実践

等）、職場体験等 

町の課題を解決するた

めのプロジェクト活動

（町内、町外でのリサ

ーチ、プラン作成と実

践）等 

 

 

 

 

 

 

 



② 住田型探究のプロセスの実施 

平成 30年度までの実践の結果、一般的な 

探究のプロセスは、「問題の理解」をスター 

トとし、「課題設定」、「情報収集」と進ん 

でいくことが多いが、プロセスはいつでも一 

方向とは限らず、時に「実施・改善」と「見 

通しを持つ」のプロセスが往還されたり、 

「問題の理解」からではない段階が起点とな 

って学びが始まったりすることが明らかにな 

った。そこで令和元年度からは、新たに本町 

における探究の六つのプロセスを設定して、 

実践を進めている。地域創造学では「①現状 

把握・問題の理解、②課題設定・課題への気付き、③情報収集、④見通しを持つ 

・計画する、⑤実施・改善、⑥まとめ・振り返り」というプロセスが発展的に繰 

り返される「探究的な学習過程」を重視した学習を展開している。六つのプロセ 

スは①から⑥へ向かう一方向に限定せず、児童生徒の進行状況を詳細に見取りな 

がら、学習状況に応じてプロセスを往還することなども含めて、探究活動を柔軟 

に行わせることができた。 

③ 言語活動の位置付け 

充実した言語活動を活動の中に適切に位置付けることは、思考力・判断力・表

現力等の育成を図る上で重要である。また、他者と協働してよりよい考えを作り

出したり、方向性を見出したりする上で、コミュニケーションに係る資質・能力

は必須である。探究のプロセスの中で、学んだことを発表する場面では、主体的

な活動を通して形成された自己の考えを他者に伝える際、的確に伝わるためには

相手意識を持つことが大切な視点であることに留意して指導を行った。その結

果、各自のテーマに基づきながら探究活動の報告を行う「プロジェクト発表会」

では、自分が伝えたいことについてポイントを押さえながら発表しようとした

り、発表者の伝えたいことがより伝わりやすくなるようにアドバイスしたりする

様子が見られ、学びが深まった。 

④ 主体的な思考を促す適切な支援 

児童生徒の主体的な思考を促すための適切な支援の在り方については、校種を

越えた議論の中で、探究のプロセスを意識した指導や発問の質に関して活発に意

見が交わされた。これまでの取組における児童・生徒の実践例を基に検証を進め

た結果、教師が一方向的な探究のプロセスを押し付けるのではなく、探究段階に

応じて粘り強く生徒に寄り添いながら、「問い」を通して新しい視点に気づかせ

るような支援を行うことが、児童生徒の主体的な思考を促進することにつながる

ことが明らかになってきた。教師は児童生徒の探究活動を力強く誘導するのでは

なく、横に寄り添って支え、児童生徒の主体的な活動に対して必要に応じて適切

に支援していく、いわゆる「伴走者」としての考え方が地域創造学における指導

方法の土台であることを町全体で再確認した。 

⑤ 地域創造学に関する異校種の指導との接続について意識した指導の工夫 

令和３年度末に行われた、ステージ内及びステージ間での学習内容の系統性や

反復性、学習方法の積み上げがより効果的となるよう年間指導計画の改訂を受け

て、各ステージにおける社会的実践力の系統表や改訂した年間指導計画を基に実

【本町における探究の六つのプロセス】 



際に授業実践を進めた。小学校から高等学校までの 12年間を見通した上で、次

のステージを見据えて当該学年では何を重点的に指導していかなければならない

のか、校種を越えて活発に議論を行った。校種を越え、小・中・高の 12年間で

いかに滑らかに児童生徒の社会的実践力を育成していくのかについては本研究開

発の根幹にあたる部分であり、今後も実践結果を基にした議論を重ね、よりよい

カリキュラム開発に取り組んでいく。 

⑥ 教科横断的な視点による資質・能力の育成 

「地域創造学」が教科横断的な視点から実施されるようにするために、地域創

造学の各単元の学習内容と関連が深い教科・領域について整理し、教科横断的な

視点で育成することを目指して関連表の見直しを図った。各教科等が固有に持つ

特質と、社会的実践力との関連する幅には違いがあるが、社会的実践力が形成さ

れる過程では、子供たちが今後生き抜く社会を意識し、未知の状況においても発

揮され、生きて働く力として他教科等との学習と相互に関連付けられた学習が必

須であり、教師が教科横断的な視点で指導を行った。 

⑦ 児童生徒同士の校種間交流について 

地域創造学においては、町全体の小・中・高で目指す資質・能力や内容、指導

方法及び評価方法を共有している利点を生かし、単元の内容に応じて積極的に校

種間交流を行っている。第４ステージの児童がそれぞれの学区に関わる「地域の

歴史」を発表し合い、学びを深め合う同校種間交流や、小学生が中学生のプロジ

ェクトを参観したり、中学生と高校生が互いのプロジェクトを参観し合ったりす

る異校種間交流が計画に位置付けられている。同校種間で学びを深め合うことは

もちろんのことであるが、異校種の先輩や後輩と共に学び合うことも、児童生徒

の学習意欲に前向きな効果を与えるものと考えられる。 

  ⑧ 評価方法の工夫 

   地域創造学の本格実践を機に、町内の小・中・高が共通してポートフォリオ

（学びのあしあと）を活用している。ワーキング・ポートフォリオ（青色ファイ

ル）とパーマネント・ポートフォリオ（黄色ファイル）の２つのポートフォリオ

を使い分け、ワーキング・ポートフォリオには１年間の学びを蓄積し、パーマネ

ント・ポートフォリオはその中から精査して残していく資料を 12年間つないで

いくために活用している。ワーキング・ポートフォリオに関しては、探究のプロ

セスの中で児童生徒自身が、自分が得た情報や学習内容を整理しながら集積し、

単元末や年度末等の場面で、自分の学習を自覚的に振り返るツールとして活用す

ることが各ステージ段階で定着してきている。また、パーマネント・ポートフォ

リオに関しても、中学校の生徒が小学校の時に蓄積した資料を活用して探究テー

マを設定する等、ステージ間の学びをつないでいくツールとしての有効性を示す

事例も多く見られるようになってきている。また、調査活動の際に一人一台タブ

レットも活用して資料を収集し、蓄積する姿も見られるようになってきており、

ポートフォリオとタブレットの併用についても、引き続き検討していきたい。 

   さらに、児童生徒が「探究の六つのプロセス」を意識しながら、自身の探究の

プロセスを主体的に振り返られるよう、各プロセスで目指す児童生徒の姿につい

て住田型探究のプロセス「名人カード（小学校）・学びのコンパス（中学校）」

を作成した。実践を通していく中で、児童生徒自身が探究のプロセスを自覚化す

るとともに、プロセスを可視化したことで、本時がどのプロセスであるかを捉え

ることができる児童生徒も多く見られるようになった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）指導方法等は適切であったか 

実施した指導方法等の特徴に挙げた①～⑧は、いずれも１２年間を見通して社

会的実践力を育成していく上で必要な視点であり、児童生徒に応じた指導方法等

の工夫として適切なものであると考える。今後も、継続して実践を行い、より有

効な指導方法になるよう、質的改善を図っていく。 

 

 Ⅱ  実施の効果  

１ 児童・生徒への効果 

社会的実践力の系統表や単元計画、学習指導要領解説に基づいた地域創造学の本

格的な授業実践から３年が経過した令和３年度末、１２の資質・能力や単元計画の

見直しを図った。令和６年度全国学力・学習状況調査の児童質問紙調査（小学校６

★住田型探究のプロセス（学びのコンパス）中学校 

 

探究の６つの
プロセス

現状把握
問題の理解

課題設定
課題への気付き

情報収集
見通しを持つ
計画する

実施・改善 まとめ（発表会） 振り返り

学びの各段階

・住田町の将来を創造するう

えで、現在どのような課題が

あって、どのような取組がな

されているのだろう？

・数ある課題の中で、自分は

どんな課題についてテーマを

設定してみようかな？

・自分の課題（テーマ）を解

決するためにはどのような情

報を集めればいいのだろう？

・見通しをもった学習を進め

ためにはどのように学習を進

めていけばいいのだろう？

・学習を進めてみたら、課題

がぼやけていたな～。もう一

度、課題を整理してみようか

な？調査をやり直してみよう

かな？

・こんな課題があるんだよ！

でも、こんなことが出来たな

ら住田町がもっと住みよく魅

力のある町になるんじゃない

かな！（提案・発信）

やっぱり住田町ってすばらし

い町だな！これからも郷土の

発展の力になりたいな！〇〇

さんの発表がすばらしかっ

た。自分もあんな発表ができ

るようになりたいな！

学びのポイント

・設定する課題は一つになり

ますが、住田町はどのような

課題を抱えているのかについ

て様々な視点から理解を深め

ます。

・解決策を探りたい分野を決

めて課題を設定します。その

際、単に自分の興味関心だけ

で判断するのではなく、例え

ば「どの年齢層の方々にとっ

ての課題になってんだろ

う？」のように考えるともっ

と課題がしぼられます。

①課題の現状を詳しく調べま

す。

②課題を解決するためにはど

のような情報を集めればいい

のかを洗い出します。

（多角的・多面的な見方）

＜注意事項＞

・アナログとデジタルの両者

の良さを大切にしましょう。

（複数の視点から情報収集す

る）

＊アナログ：実際に現場に出

向いたり、住民に聞き取り調

査等を行う。図書館で関連資

料を見つける。

＊デジタル：インターネット

の情報が正しいとは限らない

ので注意する。

・行き当たりばったりになら

ないように、以下のような視

点から時間配分を考えて学習

を計画的に進めましょう。

①情報収集に何時間かかるの

か。

②情報を分析し、表やグラフ

などにまとめるのに何時間か

かるのか。

③住田町の魅力アップや課題

解決のためにどのような取組

が考えられるのか。

④発表に必要な準備としてパ

ワーポイントを作成すること

になるが、図やグラフ等の理

由や根拠となる資料を作成す

る。

・作成した計画にしたがって

学習を進めていきます。その

際、計画通りに学習が進まな

いことがよくあります。学習

を終えるたびに、学びを振り

返りながら学習計画を修正し

ていきます。

・自分の調査したことや、そ

の分析、考察を図やグラフ等

の資料にまとめ、理由や根拠

を明らかにして提言を聞く側

の人に分かるようにまとめる

ことが大切です。

・発表は原稿を読むようなこ

とにならないようにしましょ

う。

＜振り返りの視点＞
①地域の課題について新た
に理解を深めることができ
た（地域理解）
②地域の課題について解決
策を考えることができたか
（社会参画）
③学習を進めていく中でど
れだけの方々に支えられて
きたか（人間関係形成）
④学習を進めていく中で、
力を入れたこと、注意した
こと、苦労したこと等（自
律的活動）
⑤次年度（高校含）はどの
ような課題に取り組んでみ
たいか（次年度への抱負）

学習を進める上

での心構え

時間の計画
　　　　　　　時間 　　　　　　　時間 　　　　　　　時間 　　　　　　　時間 　　　　　　　時間 　　　　　　　時間 　　　　　　　時間

時間の計画

の例
４時間 ５時間 ８時間 ６時間 ２１時間 ８時間 ４時間

３年　　　番　　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

学習を自分でコントロールする ※困った時には自分から何で困っているのかを先生と相談してみましょう

小学校

↓

中学校

↓

自分のニーズ

↓

地域のニーズ

課

題

解

決

志

向

小学校

中学校

高等学校

提
言
：
夢

→

根
拠
・
理
由

まとめ（発表会）について

こんな住田町になってほしい！！

A段階（もっと高いレベルの発表を目指そう！）

□理由や根拠を明らかにして調査内容を分析し、自分の考

察を加えたうえで、聞く側にわかるようにまとめている

□調査内容や分析、考察などを図やグラフ等の資料も活用

してまとめている

□他教科で学習した知識・技能を活用してまとめている

□原稿にとらわれず、状況に応じて表現を工夫している

（相手意識）

B段階（全員到達しよう！）

□理由や根拠を明らかにして聞く側の人にわかるよう

にまとめている

□調査内容や分析、考察などを図やグラフ等の資料も

活用してまとめている

□原稿の読み上げではなく、自分の言葉で発表してい

る

★住田型探究のプロセス（名人カード）小学校 

 

たんきゅうの
プロセス ①しる・つかむ ②かだいをたてる・きづく ③しらべる・あつめる ④けいかくをたてる・みとおす ⑤やってみる・みなおす

学

習

か

だ

い

わたしたちのまちの「いい

ところ」って何だろう

わたしたちのまちの「いい

ところ」について話し合お

う

調べる計画を立てよう

「いいな　すごいな」を伝

えよう

たんけんに行ってわたした

ちのまちの「すごいとこ

ろ」を調べよう

いろいろなじょうほうを集

めよう

「すごいところ」を見つけ

るためのたんけんに行く

じゅんびをしよう

どのように伝えたらいいの

だろう。

これまでの学習をふりかえ

り、くわしく調べたり、よ

りよくまとめたりするため

の方法を考えよう

世小に伝える練習をしてみ

よう

調べたことをまとめてしょ

うかいしよう

「わたしたちのまちならで

はのよさ」についての自分

の考えをまとめよう

世小と伝え合おう

わたしたちの住田町は、ど

んなまちでしょうか

どれくらい名人になれたか

学習をふりかえろう

名

人

に

な

る

た

め

の

ポ

イ

ン

ト

□気づいたことや考えたこ

とをわけを入れてみんなに

伝えることができた。

□くわしく知りたいことを

決め、聞きたいことを考え

ることができた。

□わけをはっきりさせて、

伝えたいことを決めること

ができた。

□だれに聞けばひつような

じょうほうを得ることがで

きるか自分で考えて、聞き

取ることができた。

□前のたんけんよりレベル

アップできるめあてや、や

くそくを考えることができ

た。

□伝える方法をいろいろ考

え、決めることができた。

□「すごいところ」を伝え

るために必要なことを見つ

け、じっさいに活動するこ

とができた。

□友だちの発表やアドバイ

スから、自分の発表をレベ

ルアップできた。

□アドバイスを生かして、調べ

たことを絵や写真を用いて相手

に伝わるようなくふうをしてま

とめることができた。

□住田のすごいところについ

て、わけを入れて自分の考えを

もつことができた。

□たんけんを通して、よ

かったことや感じたこと、

できるようになったことな

どについてふりかえること

ができた。

□気づいたことや考えたこ

とをみんなに伝えることが

できた。

□くわしく知りたいことを

決めることができた。

□伝えたいことを決めるこ

とができた。

□そこにかかわる人からひ

つようなじょうほうを聞き

取ることができた。

□たんけんのめあてや、や

くそくを考えることができ

た。

□伝える方法を決めること

ができた。

□くわしく調べたいことを

見つけることができた。

□自分の発表のアドバイス

がわかった。

□調べたことをまとめるこ

とができた。

□住田ぜんぶのすごいとこ

ろについて自分の考えを

もった。

□たんけんのよかったこと

や、感じたことをふりかえ

ることができた。

⑥まとめる・ふりかえる

　　　2次・3次は青色の文字をみましょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊どこからはじめてもよいのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たちどまったり、もどったりしてもよいのです。

２年生の「いい

な わたしたち

のまち」の学習

を思い出そう

どうしてその場

所を調べたいと

思ったのかな？

「すごいとこ

ろ」についてに

知るにはどんな

方法があるか

な？

友だちの考えはどうか

な。自分と同じかな。

くらべてみよう。

どんなところに

気をつけて調べ

たら「すごいと

ころ」が見つか

るかな？

「すごいとこ

ろ」を伝えるた

めにもっとくわ

しく調べたいこ

とは何かな？

どうすれば、分

かったことや感

じたことをより

よく伝えること

ができるかな？

そこにかかわ

る人には、ど

んな思いやね

がいがあるの

かな？

世小の３年生

は、よろこん

でくれるか

伝える方法には、どんな

ものがあるかな？どんな

伝え方（まとめ方）をし

たら、よく伝わるかな？

どんなことが

できるようになっ

たかな？

どうやったら

できるようになっ

わたしたちのま

ちの「いいとこ

ろ」は？

どうして、そう

思ったの？

どんなところ

が「すごい」

と思ったか

な？

世小の３年生を

びっくりさせよう。

だれに聞いたら、自分

の知りたいことがわか

るかな？

どんな方法だった

ら、伝わるかな？

世田米のことも知

れば、住田名人だ

ね。



【令和６年度全国学力・学習状況調査 児童質問紙】 

年生）の「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」の質問に肯

定回答する児童の割合は 100％であり、県の肯定回答の割合よりも 13.0 ポイント、

全国の肯定回答の割合よりも 16.5ポイント高かった。また、「総合的な学習の時間

では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習

活動に取り組んでいますか」の質問（本町では地域創造学の学習と置き換えて回答）

に肯定回答する児童の割合は 100％であり、県の肯定回答の割合よりも 14.5 ポイン

ト、全国の肯定回答の割合よりも 18.7ポイント高かった。児童生徒にとって身近な

地域資源を題材に、主体的に課題設定や情報収集などの探究のプロセスを踏んでい

くことで、地域のよさについて体感的に理解を深め、地域の魅力をどのように発信

すればいいのか模索する生徒、地域課題を自分事としてとらえ、これまでに培った

知識や地域の方のアドバイスを活用して解決を図ろうとする生徒などが見られ、社

会的実践力に関わる様々な成長の表れであると捉えられる。 

今後も、地域創造学の効果的な単元構成や指導方法、評価の在り方を模索すると

ともに、児童生徒の変容を、教師が見とり、価値づけ、適切に支援していくことが

求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 教師への効果 

本年度も社会的実践力の系統表や改訂した単元計画に基づいて授業実践を行って

いるが、授業実践を進めていく過程において、児童生徒の実態に基づき、指導計画

を随時更新しながら実践している例が見られる。このことは、児童生徒に社会的実

践力を育成していくために、どのような指導内容や指導方法が適切であるのかを模

索する意欲の表れであるとも捉えられる。また、児童生徒の学習状況を把握し、児

童生徒に寄り添いながら、一緒に考えたり、視野を広げてあげたりしながら、共に

走っていく伴走者として、教師が児童生徒の主体的な学びをサポートしてきた。さ

らに、授業研究会の相互交流を通して、「他校種の先生方がどのような点に留意し

て指導しているのかを改めて確認することができた。今後も、校種間連携を継続し

ていく必要性を感じた」という声が異校種の教員から聞かれた。地域創造学に係る

教職員アンケートにおいても「学校内だけでは解決できない課題について、地域の

方々や関係機関、異校種間との連携が深まっていると感じる」等の回答も見られ

た。授業研究会の相互交流や各部会での協議等において、社会的実践力の系統表に

基づいてどのような力をどこまで育成して次のステージへつなげていくべきなのか

など、校種を越えた 12年間の学びという視点で指導や評価の在り方について絶え

ず検討・見直しが図られている。 

 

３ 保護者等への効果 

令和５年度末に地域創造学についての、小・中・高の保護者等にアンケートを実

施した。内容は、「地域創造学は児童生徒の成長にとって有意義だと思うか？」と

いう項目に関して四段階評価で回答するものの他に、「有意義である（ない）と思

う理由」や、「地域創造学に期待したいこと」を自由記述で回答するものを設定し

た。「地域創造学は児童生徒の成長にとって有意義だと思うか？」という項目に関

して、肯定的な回答の割合が高かった。その理由としては、「地域を知ることで、

更なる好奇心が掻き立てられ、地域への愛着が湧くと思うから」などの回答が得ら

れた。「地域創造学に期待したいこと」の項目における記述内容としては、「子供

たちを通して親も地域のことを知っていく、とても大切な授業だと思うので、今後

も継続してほしい」などの回答が得られた。今後の地域創造学の学びをより充実し

たものにしていくための材料とするためにも、保護者や地域の声を多面的・多角的

に分析しながら、地域全体の共通理解を図るための手立て等をさらに工夫していく

必要がある。 

また、地域の報道機関（町営ケーブルテレビ、新聞）とも連携し、子どもたちが

取り組んだプロジェクト発表会の様子や異年齢による交流活動の様子が紹介される

など、児童生徒の学びの姿を頻繁に情報発信することで、保護者を含む地域の方々

の理解が深まってきている。本町のような小規模中山間地域ならではの貴重なツー

ルでもあることから、引き続き連携を図っていきたい。 

 Ⅲ 研究実施上の問題点と今後の課題  

１ カリキュラム全体の不断の見直し 

社会的実践力の系統表や改訂した年間指導計画の内容が社会的実践力を系統的に

育成していくものになっているか、共通単元を実施する際の学校間の協働学習等の

在り方等、社会的実践力の系統表や単元計画等を含むこれまでに開発してきたカリ

キュラム全体に関して、児童生徒や地域、保護者、教職員の実態等を踏まえ、適宜



見直しを図っていく。これまでの実践によった指導方法や評価方法に関しても、他

地域の先進事例等に学びながら、常によりよい方法を追究していく。児童生徒を対

象として実施している教育達成調査や、保護者・地域協力者・教職員等のアンケー

トの回答結果に関して、これまでの取組や児童生徒の変容等を振り返りながら分析

していく評価機会を小・中・高の教員が集まる町教育研究所全体会等において設定

し、それらの分析結果を基に、「12年間で児童生徒の社会的実践力を系統的に育成

していく学び」であるという視点を大切にした見直しを、長期的に進めていく。 

２ 評価の在り方について 

地域創造学は 12年間の学びであるということを意識しながら、学年や校種を越

えて児童生徒に社会的実践力に関わるどのような変容があったのかについて、長期

的に評価していくことが求められる。地域創造学では「探究の六つのプロセス」を

大切にしており、生徒が自身のプロジェクトを実現する過程で、どのようなプロセ

スの中で、どのようなことに困難さを抱き、どのように乗り越え、社会的実践力に

関わる変容や実践に最終的に結びついていったのか、そして教師はそれぞれのプロ

セスでどのような指導・支援を大切にしたことが社会的実践力を育成していく上で

効果的だったのかということに関して検証していくことが求められる。探究の六つ

のプロセスを可視化して児童生徒の理解を促したり、児童生徒が自覚的に自身の変

容を振り返ったり、教師が各プロセスを通しての児童生徒の細やかな変容を見取っ

てフィードバックしたり、価値づけたりする機会を十分に確保するためにも、各単

元及び年度末等における「振り返り」の時間を計画に明確に位置付けた上で、児童

生徒に、自身の探究のプロセスを自覚的に振り返らせることを大切にしていく。 

３ 社会的実践力を育成するための「地域創造学」教科書の開発・実施・改善 

地域創造学において、児童生徒が主体的に探究活動を行っていくために試案とし

て作成した小・中学校版の教科書の記載内容や活用の在り方の更なる改善を図るた

めに検証を継続していく。「探究の六つのプロセス」を大切にした探究の進め方、

これまでの生徒のプロジェクト活動等の実践例の記載、地域の先輩の実践事例を児

童生徒が自身の学習過程の中で適宜参照し、新たな探究課題を見出しながら自身の

探究活動を進めていくこと等、実践結果について部会を中心に検証していく。 

４ 持続可能なプログラムの構築について 

町内の小・中・高が一体となって新設教科を据えた教育課程の在り方を探るため

に、町単独予算により配置した指導主事がコーディネーターとなり、地域社会や児

童生徒の実態に応じた資質・能力及び系統表の独自設定や小・中・高の教員が共通

理解しながら作成した 12年間の系統的な単元計画の策定に取り組んできた。今後

も異校種の取組を滑らかに接続させ、持続可能なプログラムにしていくために、ゲ

ストティーチャーとの連絡調整や地域協力者会議の開催など地域とのつなぎ役にな

りながら、必要に応じて各学校及び教育研究所各部会等の主体的な取組を適切に支

援していく町教育委員会の効果的な関わり方について検討を進めていく。また、持

続可能なプログラムとなるために、これまでの取組が生徒や地域や保護者にとって

効果的なものになっているか、指導する教員にとって無理のないものになっている

かなど検証を行い、取組の内容を精選していく。 

 


